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１．概要（Summary）
既存材料を凌駕する機械的特性を有するカーボンナノ

チューブ (CNT)はポリマー基複合材料の次世代強化繊

維として応用が期待されている．著者らは垂直配向 CNT
フォレストから引き出したCNTシートをダイスに通すことで，

撚り角の無い無撚 CNT 糸を紡績している 1)．CNT 糸は

マクロスケールの強化繊維としての CNT の取り扱いを可

能とし，高いCNT含有率を有するCNT強化複合材料の

実現性を高めた．しかし，その機械的特性は構成する

CNT 単体と比較して一桁以上も小さく，強化繊維として

期待された強度特性は達成されていない．本研究では，

高強度無撚 CNT 糸を創製することを目的とし，CNT 糸

にポリマー溶液を用いた高密度化処理を行った．

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

環境維持・制御装置

【実験方法】

シリコン基板上に常圧気相成長法によって多層

CNT を垂直成長させ，基板から引き出した CNT シー

トをダイスに通すことで，撚り角の無い無撚 CNT 糸

を作製した．作製した CNT 糸をダイシングソーで加

工したシリコン基板上に設置し，Cross section 
polisher を用いて CNT 糸の断面を形成した．Fig.1
に FE-SEM を用いた CNT 糸断面の観察結果を示す．

Fig. 1 Cross sectional area of untwisted CNT yarn.

CNT 糸の高密度化を目的として，ポリマー溶液処理

を行った．ポリマー溶液に 60°C で 3h 浸漬させた後，

プリテンションを負荷して 150°C，1h で乾燥させた．

３．結果と考察（Results and Discussion）
ポリマー溶液処理を施した結果，CNT 糸の繊維径は

36.3μm から 28.6μm に減少し，強度は 0.90 GPa から

2.35 GPa に向上した． CNT 糸を構成する CNT 間の距

離が縮まった結果，ファンデルワールス力が増大し，CNT
糸の引張特性の向上に繋がったと考えられる．
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